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・順信寺の予定・ 

 

〇7月 12日（火）午後 0時より 「定例法話会」 布教使さんは、千歳市在住 相河朋昭師です。 

『月に一度、1時間半、仏さまのお話しに耳を傾けてみませんか！！！」』 

 7月が終わりますと 10月まで定例法話会はお休みです。聞きに来てくださる事を  

願っております。 

〇7月 28日（木）午後 1時より 「親鸞聖人ご命日のお参り」 

〇8 月 5 日（金）午後 1 時より 「おみがきもの」  順信寺の仏具を磨きます。ご協力をお願

い致します。 

 

・６月１２日・１３日に行われました永代経法要の布教使さんのお話しはいかがでしたか、感想

等をお聞かせいただければ大変うれしいです。どんなことでも結構ですので、よろしくお願いい

たします。 

・八月は、遠方にお盆のお参りに行くために月参りは休ませていただいております。御要望がご

ざいましたらご連絡ください。 

 また、お盆を迎えるにあたりまして、納骨堂を所有の方は、納骨堂の仏具を真鍮磨き等で磨か

れることをお勧めいたします。 

 

「わがみのわろき事は おぼえざるものなり」（蓮如上人） 

・・・私たちが「美味しい、美味しい」と喜んで食べている肉が私たちの口にまで運ばれるため

にどれほどの犠牲が払われているかということに気づきもしません。その動物の命を奪っただけ

ではなく、その動物の飼料を育てるために、数多くの虫も殺されます。また肉が安価に提供され

るためにその飼育や加工に関わる方は経済的に厳しい生活を強いられ、飼育、精肉、運搬の過程

で自然環境も破壊されます。 

 そのような罪業深い私たちにも関わらず、私たちは「正しくありたい」という妄念を追いかけ

ることに明け暮れしていますが、蓮如上人のお言葉は、より広い、深い、そして自由な世界に目

覚めるように促しています。 

          （マイケル・コンウェイ 大谷大学准教授 サンガ№１７８より） 

 

 

～仏教は精神論ではなくて、私たちはどのような存在なのかということを教えている存在論であ

ると思います。自分の存在の事実に目覚めて生きていけたら違う世界が開けてくるのではないで

しょうか。 

 

 

 



「咲いた花見て 喜ぶならば   咲かせた根元の 恩を知れ」 

  

 介護って大変。一週間でも大変。一か月はもっと大変。一年以上の介護は、介護する方もされ

る方ももっともっと大変。86 歳のシズ子さん、認知症が進み手足の拘縮も進み、・・・週 5 日デ

イサービス。食べ物はゼリーやプリンやとろみをつけたスープ類にすりつぶした物。世話をする

のはお嫁さんとシズ子さんの旦那さん。 

 ・・・・・・。シズ子さん、決して感謝の言葉は口にしない。「寒いー」「痛いー」「オッシッ

コー」の三語がほとんど。時々「死んでやるー」が混じる。「来年死んでやるー」もある。「今年

じゃないんか」とご主人が笑う。やさしさだけでは介護は続けられない。手を出すとシズ子さん

はかんだりする。 

 ・・・・・・・・ 排泄は介護の最重要問題。デイサービスで対処してもらうことも多いが、

家だと二人で大格闘。はみ出て布団が汚れることもある。紙オムツのサイズを大きくし、寝巻き

も宇宙服みたいなのに変えた。それでも事件は続く。 

 先日の往診。「きのうは、絵の具みたいにニョロニョロといっぱい出て」とご主人。「デイでは

出んかったんだー」とお嫁さん。便とオムツをビニール袋に入れゴミの日に出す。絵の具状に出

た日がゴミの日。格闘してるとゴミ収集車が来た。慌ててお嫁さん外に出て「待ってー」と叫ん

だ。間一髪だった。 

 毎日、あっちこっちで、皆が介護と格闘する。怒ったり笑ったり、驚いたり諦めたり。そうし

てまた次の日がやってくる。 

（医師 徳永進 「野の花診療所の窓から 老いるについて  

                 vol６６ 来年死んでやるー」 サンガ№１７８より） 

～生きるということの現実を教えられます。夢や理想ではなく、この場を人間は生きる。共に生

きていることの大切さを思います。二人だから、シズ子さんの世話が出来るのかもしれないと思

いました。いかがでしょうか。 

 

「人は皆  誰もが 求道者」 

  

・定例法話会等で、他所のお寺にお邪魔することがあるのですが、それぞれ、みんな頑張ってい

るのだなあーと感心させられ、教えらます。また新鮮な気持ちにさせられます。ついつい自分の

頑張りは自分でよくわかるものですから、自分だけを高く評価してしまいますが、当たり前の事

なのですが、みなそれぞれ問題を抱えながら、一生懸命、精一杯、自力の限りを尽くして生きて

いるのだということです。人はみな、それぞれ思いを持って、生きているという、当たり前のこ

とに目を覚まさせられます。 

                        （金子大栄） 
 

・忠峰コーナー 

「夏布団 すそにたためる 暑さかな」 

「北限の 畑いっぱいや そばの花」 


